
イド×奴隷制」研究会（立命館大学）（2020．12）．
「『をぐり』を魂の遍歴劇として読む :〈供養〉というモチーフの独自性について」中世関連文化�

研究会（立命館大学）（2021．9）．
「ヴァナキュラー文化とペルソナ」ヴァナキュラー文化研究会�仮面研究分科会（立命館大学）

（2021．9）．
「The�Testament�of�Cresseid�by�Robert�Henryson を読む：中世ヨーロッパにおける罪と救済の�

描き方」中世関連文化研究会（2022．3）．
「黒人音楽の軌跡を辿る：歌は抑圧と抵抗を訴えるか」早稲田大学異文化交流センタートークセッ

ション�講演（2022．6）．

Ⅶ エッセイ、その他
「わびの伝統と自己表現：日本陶芸の〈国際化〉をめぐって」『陶説』442 日本陶磁協会（1990）：

30-32 頁．
「窯焚きと松の木」『陶説』（日本陶磁協会）444 日本陶磁協会（1990）：31-33 頁．
「一個の器に：やきもの風景小論」『陶説』449 日本陶磁協会（1990）：27-30 頁．
「W 氏との結婚」（5 回連載）『ラ・メール』思潮社（1990．1，1009．7，1991．4，1991．7，1992．10）

「（1）不安な名前」27，「（2）大晦日の夜」29，「（3）不安な名前、その後」32，「（4）過去から
眺めてみれば」33，「（5）名前と義手と」38．

「桶屋の四つ角」『ラ・メール　特集〈狂気〉』28．思潮社（1990．4）：56-57 頁．
「子連れフルブライト海外研究員報告」フルブライト海外研究員ニューズレター（2004）．
「アラン・ダンディスの急逝を悼む」『英語青年』151．4（2005）：250-51 頁．
「スコットランド民謡の越境性と土着性をめぐって」『日本カレドニア学会�Newsletter』55（2015）：

1-2 頁．
「春の吹雪に北米大陸開拓を思う」『鴨東通信』106．思文閣出版（2018．5）：16-17 頁．
「倒れた少女」月刊『潮』2018 年 8 月号．潮出版社（2018．7）：30-31 頁．
「スティーヴン・フォスター作品集に寄せて：世界の耳と心をつなぐリボンのような歌を」Dear�

Friends�and�Gentle�Hearts:�The�Songs�of�Stephen�Foster .�Railway�Records�（2021）：34/94-
36/97 頁．

“How�Does�Kosovo�Look�to�a�Japanese�Woman?”�Balkan�Insight�（2019,�May�31）�Online�Journal.
“Here�I�come!�The�first�trip�to�Kosovo�of�a�Japanese:�Ja�ku�jam!�Mbresa�nga�udhëtim�i�parë�i�një�

japonezeje�në�Kosovë.”�KultPlus�（2019,�Jun�23）�Online�Journal.
「歌詞を研究してきて思うこと」『黒人研究学会会報』88�（2019．9）：5-6 頁．
“Moved�by� the�Songs�of�African�Americans.”�RADIANT:�Ritsumeikan�University�Research�

Report�2020-2021.�（2021．12）．
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退職記念講義記録

ウェルズ恵子先生最終講義　冒頭の挨拶

岡　本　広　毅

　本日はウェルズ恵子先生の最終講義にお集まりいただきありがとうございます。進行役を務めま
す国際コミュニケーション学域・英語圏文化専攻の岡本広毅です。よろしくお願いいたします。
　さて、はじめにウェルズ恵子先生についてご紹介させていただきます。先生は 1992 年に立命館
大学に着任されて以来 30 年間お勤めになりました。この間、新学域の立ち上げや拡張にもご尽力
されました。先生のゼミはいつも人気で活気に満ちていました。楽器演奏やハロウィン・パーティ
など楽しい授業風景がすぐに浮かびます。今日も多くの卒業生が会場に集まっています。
　先生のご専門は音楽文化、アフリカン・アメリカン文化、アメリカ文学・文化、比較芸能文化な
ど多岐に渡ります。出発点はアメリカの詩だったと伺っていますが、そこから音楽文化や歌詞の比
較研究など領域を広げられ関連書籍を数多く出版されています。「歌」は声で送り出される「詩」
であり、人はどんなときも音楽や物語とともに歩んできたと述べられます。先生は「歌」や「詩」、
そして「文学」という「ことばの芸術」がもつ力、苦境にある人々を救うその力に光を当ててこら
れました。近年は、権威に保護されていないもの、すなわち、日常生活とともに変容し生き続ける
表現を「ヴァナキュラー文化」として捉え直し、学際的な研究方法を打ち出されています。このよ
うに、先生の眼差しは常に権威の向こう側にある多様な声に向けられていました。ご著書の中に次
のような印象的な一節があります。

19 世紀のアメリカ。日本と同じに、産業が高度に機械化される以前のアメリカは歌声に満ち
ていた。身体を使って働く人たちが、いつも歌をうたった。仕事にも休息にも歌が必要だっ
た。時計が音をたてて時を刻むように、恋人たちの足音が先を急ぐ人々の靴音とは異なるよう
に、雨の日の溜息が空の涙にまぎれるように、日々の生活とアメリカの風景と巷の歌声とは、
混じり合って存在していた。まだ歌が、ステージの上や電波の向こうに「スター」というお手
本を持たなかった頃、歌はみんなのものだったし、働いてばかりいる人々には欠かせない相棒
だったのだ。
� （『アメリカを歌で知る』祥伝社新書，2016，7 頁）

日常に埋もれていた何気ない音や声が先生の研究人生を彩ってきたのではないでしょうか。それ
は、現在のアメリカ文化の基礎を作った奴隷制下の人びとや移民、その子孫の声であり、彼らが
ヨーロッパ諸国やアフリカから生活の中に持ち込んだ歌、あるいは先住民、日系人らが語り継いだ
物語だったのです。本日は最終講義となりますが、先生の声を存分に楽しみたいと思います。それ
ではウェルズ先生よろしくお願いいたします。
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